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湧きまして、約 5 ヶ月間以上、何

の収穫もなく、修繕に明け暮れまし

た。河本会員のお力添えで、支障な

く再建できましたのが 2011 年の 4

月です。しかしながら、NPO 法人

だけで運営することは不可能だとい

うことも現実問題としてはっきりと

しました。理事や小さな企業の好意

からの持ち出しだけではやっていけ

ないという現実が、我々の前に立ち

はだかったのです。そこで、理事間

で何か月かかけて相談した結果、農

園部分を NPO から切り分けて、母

体のしっかりした企業に運営部門

をやってもらう方法がベストであ

るという結論にたどり着きました。

2011 年 10 月 1 日をもって株式会

社エフイーシー ( 代表取締役社長　

樋口武司氏 ) に運営を委託しまし

た。今後ともご理解とご協力をお願

いいたします。

　　　　　（理事長：前田久美子）

　　　　　　　　

サートも大成功でした。青木村の歴

史的なお話、瓜生喬作、宝暦義民騒

動「烽火よ、焦がせ大空を」を、会

員の岩崎加根子さんの再演出で、義

民太鼓の皆さんと共演させていただ

きました。新しい形のストーリーに

なっていて、「静の太鼓」の本分をい

かんなく発揮していただけました。

この1年はいろいろな事が日本中

にありました。東北の地震・津波は

本当にお気の毒な事です。コンサー

トのチャリティーボックスにて集

まった寄付金は、社会福祉法人つど

いの家（仙台市若林区上飯田 1-17-

58）にお送りして、直接的な復興の

役に立てていただくことになってお

ります。皆様のご協力で 51,000 円

のチャリティーが出来ました。11

月になり先方の受け入れが決まり次

第、お持ちする予定でいます。

私どもにもいろいろな事がありま

した。去年の夏に植物工場内に虫が

2010 年度の総会を東京以外の所

で開けるなんてことは考えられない

事でした。全国区（内閣府公認）の

NPOは世の中にたくさんあります

が、実働の場所を自分たちで持ち且

つ稼働しているNPOは非常に少な

いと思います。その実働している場

所で開けるなんてことは本当に嬉し

いことです。私たちの目標であった、

障がい者と高齢者が同じように働く

場所を作るというNPO の主旨が、

もう実現出来つつあるということを、

本当に信じられないほどうれしい

ことであり、誇りに思えます。総会

後に開かれましたチャリティーコン

理事長挨拶

8 月 28 日（日）、青木村文化会

館にて第 4回定時総会が開催され

ました。あい・友農園があり、また

昨年青木支部の発足した青木村にて

総会を開催することができ、地域に

根付いた活動を目指すあい・友に

とって、記念すべき総会となりまし

た（総会の詳細は、p4 の議事録を

ご覧ください）。また「青木村ふれ

あいツアー」と称し、総会・チャリ

ティーイベント参加の他、農園の見

学、懇親会を兼ねた 1泊 2 日のツ

アーを実施し、東京より総勢 19名

の方にご参加いただきました。

第 4 回定時総会／「青木村ふれあいツアー」が開催されました

▲あい・農園の前にて、ツアーメンバーで記念撮影
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第 4回定時総会特別企画として、チャリティーコンサート「青木村義民太鼓と一人芝居」、手話ダンスが

総会と同会場の青木村文化会館にて開催されました。当日は、250 名近くの方にお越しいただき、2時間半

にわたるコンサートをお楽しみいただきました。今回のチャリティーコンサートは、東日本大震災で被害を

受けた障がい者施設へ寄付を行うことを目的の一つとし、コンサート当日は、聴覚に障がいをお持ちの方に

も楽しんでいただこうと、手話での同時通訳を行いました。また、あい・友農園で働く、「クロスロードあおき」

の障がい者の方々や、同事業所の所長、湯原正行様にもお越しいただきました。

チャリティーコンサート「青木村義民太鼓と一人芝居」

ダンスとともに、歌の歌詞を手

話で表す、手話ダンス。手話ダン

スサークルのハローあおき、マロ

ンの方々が、聴覚に障がいを持っ

た方でも、歌やダンスを楽しんで

もらおうと、日々活動を行って

います。その 2グループが、「見

上げてごらん夜の星を」などを公

演し、最後には、会場の観客全

員で「ふるさと」を手話の振り

付け付で、歌いました。初めは

慣れない手話で見よう見まねで

やっていましたが、3 番目にな

るとぎこちなさもなくなり、大

合唱となりました。小さな子供

からお年寄りまでいる会場の観

客全員が、一体となった素晴ら

しい瞬間でした。

た

も

い

上

和太鼓演奏和太鼓演奏・ ・ 

した実績があります。今回は、け

なげでたくまし

い農民の意気と

根性をたからか

に、一糸乱れぬ

大迫力の演奏と

口上で、会場を

沸かせました。
▲観客を釘づけにする太鼓の演奏は、まさに

大人顔負けの演技

義民太鼓は主に「青木村義民太

鼓保存会」で顕彰され、大人で構

成する本来の保存会と小学生から

高校生までの子供たちが中心の

「こまゆみ会」があります。「こま

ゆみ会」は、今年の 8 月に行わ

れた「第 14 回日本太鼓ジュニア

コンクール　長野県大会」で優勝
▲観客を

大人顔負

手話ダンス手話ダンス・ ・ 

当法人の前田理事長挨拶の後、

青木村宮原村長はじめ関係諸団体

様をお招きし、感謝状の贈呈が行

われました。今回のチャリティー

コンサートは、後援として青木村、

青木村教育委員会がついてくださ

り、また、青木村義民太鼓保存会、

こまゆみ会、ハローあおき、俳優

座女優の岩崎加根子氏（あい・友

会員）など多くの方々のご協力が

あって、実現が可能となりました。

▲義民太鼓保存会の宮入さん

と多田さん

　　　　宮原村長のご挨拶▶

開会式開会式・ ・ 
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動―『烽火よ焦がせ大空を』」（今

井文栄著「一揆上田藩宝暦騒動」

より材を得て）（作・瓜生喬）に

独自のアレンジを加え、岩崎氏

が演じました。

朗読の途中、ほら貝が鳴り響

いたり、笛や太鼓の迫力ある演

奏が、緊迫した

ムードを更に盛

り上げ、観客は、

その場にいるよ

うな、素晴らし

い空間を体験し

ました。

リと変わり、一揆の切迫した雰

囲気が会場を包みました。青木

村は昔から、「夕立と百姓一揆

は青木村から」と言われるくら

いに一揆の首謀者が多く出てお

り、同じ地区から 5回の一揆が

おこったのは全国最多です。己

の死は覚悟の上で、地域農民の

生活を守ろうとして藩主に直訴

し処刑された先人は義民として

各地区で祭られ、供養されてき

ました。今回は、最初の一揆で

直訴した庄屋の増田与兵衛の事

件を題材とした「―宝暦義民騒

チャリティーコンサートのメ

インイベントである「青木村義

民太鼓と一人芝居」では、俳優

座女優の岩崎加根子氏による義

民一揆の民話の朗読と、義民太

鼓の共演が行われました。

岩崎氏の民話の朗読が始まる

と、さっきまでの空気とはガラ

「青木村義民太鼓と一人芝居」「青木村義民太鼓と一人芝居」

◄舞台バックの垂れ幕は、この民

話朗読のためにつくられたものを

今回使用させていただきました。

烽火よ焦がせ大空を』」

設立当初は、どうやったら障がい者、高齢者の方々の安定した働く場が創出できるだろうか、と試行錯誤

しておりましたが、設立から 4年、運営を企業に委託することとなり、ようやく当初の目的が達成されよう

としております。また、今回のような大規模なコンサートが開催できるように

なったのも、会員はじめ青木村の多くの方々のご協力があり、可能となりまし

た。ありがとうございました。

★会員を募集しております★会員ご希望の方は、事務局までご連絡ください

　　（mail:jimukyoku@aiyuu.org ／電話：03-3485-1793）。

★あい・友HP★ http://www.aiyuu.org/　（あい・友の日々の活動がご覧いただけます）

事務局だより
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